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小単元名 

p.54～57 
地図帳を開こう 

小単元 
の目標 

都道府県の名称や形，地図に示されている地名を，地図

帳を使って調べたり，地図記号や等高線の意味を理解した

りすることができるようにする。 

学習問題 

  地図帳のいろいろな使い方を調べよう。 

p.55 
○  仙台市をさがそう。 

・ 索引の番号や記号の意味を知り，地名を

探す。 

○ 地名さがしゲームをしよう。 

・ 索引を使って地名を探すゲームを行い，  

索引の使い方に慣れる。 

○ 地図帳のいろいろな使い方を調べよう。 

・ 索引以外から調べられるクイズを行い， 

地図帳のいろいろな使い方を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.56 
○ 地図記号ビンゴで遊ぼう。 

・ 地図記号をビンゴカードに書いたり，地図

記号を読んだりする活動を通して，地図記号

の意味を理解させる。 

・ 地図帳に示されている地図記号を読み取ら

せ，地図記号から土地利用の様子が分かるこ

とを理解させる。 

 

 

p.54 
◎ 地図帳で遊ぼう。 

・「県名おもしろクイズ」から，地図帳や都道府県名に興味・関心を持たせる。 
・「都道府県シルエットクイズ」から，都道府県の形に興味・関心を持たせる。 

p.57 
○ 等高線について学ぼう。 

・ 等高線，断面図の色分けを行い，土地の高さや斜 
面の様子を表していることを理解させる。 

 
※ 地図帳に慣れ親しむ活動を継続的に行い，地図帳 
  の使い方を理解させる。 
例） ・地名探し 

    ・都道府県を紹介するスピーチ 
    ・旅行などで行った場所を白地図に示す 

都道府県にはいろいろな名前

や形があっておもしろいね。 

地図帳を使って，もっといろ

いろなことを調べたいな。 

 

 
※宮城県の位置について，具体的

に周囲の県名や所属する地方名で

表現できるようにさせる。また，

場所については，白地図を活用し

て捉えさせるようにする。 
・「宮城県は，東北地方にあり，北

は岩手県，秋田県，西は山形県，

南は福島県に接しています。東は

太平洋に面しています。」 

○ 地図帳の使い方に慣れる活動を継続しながら，各小単元において，教科書や副読本に示され

ている，地図に関する内容を取り上げて確認する。特に，「まなびかたコーナー」では，地

図帳の活用や等高線，地勢図，土地利用図の読み取りなどが紹介されている。 

教科書の 
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＜押さえること＞ 
地図帳の使い方を理解している
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p.54,55 大単元名 地図帳を開こう 小単元名 

１ 地図帳で遊ぼう  ２ 仙台をさがそう 

３ さく引にのっている地名でゲ－ムをしよう 

４ 地図帳のいろいろな使い方を調べよう 

【小単元の指導に当たって】 

 本小単元は，４年生の学習に必要な地図の見方を，クイズやゲ－ムを通して身に付けさせる内容となっている。

ここでは，地図帳の使い方についても取り上げ，社会科の学習に役立てることができるようにすることがねらいで

ある。指導に当たっては，３年生で学習したことを想起させながら，基礎・基本を押さえさせたい。 

 

 

p.56,57 大単元名 地図帳を開こう 小単元名 
５ 地図記号ビンゴで遊ぼう 

６ 等高線について学ぼう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ビンゴ「９マス編」には，基

本的な地図記号が集めてあ

る。このページを印刷するな

どして，何度か取り組ませた

上で，「１６マス編」に取り

組ませると効果的である。 

本文「仙台市をさがそう」 

 地図帳索引の引き方を参考に

指導する。その後，仙台を探す

活動を行う。 

本文「さく引にのっている地名でゲ

ームをしよう」 

 慣れてきたら，世界地図なども活

用させたい。また，自主学習の課題

に取り入れることも考えられる。 

本文「地図帳のいろいろな使い方を調べよう」 

 地図帳にはたくさんの情報があることを知

らせ，ゲーム等を紹介し，楽しく学ばせる。 

クイズ「県名おもしろクイズ」 
 このほかにも，動物の名が入った

県や海水浴ができない県など，児童

が興味を持てる課題をクイズとして

取り上げるとよい。 

クイズ「都道府県シルエットクイズ」 

 三つのヒントを準備して県名を当

てさせる方法もある（シルエットな

しでもよい）。 

本文「地図記号ビンゴ」で遊ぼう 

遊び方を全員で確認してから行わせ

る。慣れてきたら，朝自習や休み時間に

も取り組ませるとよい。 
 

ビンゴ「９マス編」 
ゲームに慣れさせるために，最

初に行うとよい。 
 地図記号はマスの下から選ば
せる。 

ビンゴ「１６マス編」 

 地図記号の一覧には博物館や

図書館，老人ホームなど最近でき

た記号も取り入れている。授業の

中で触れるとよい。 

作業１ 

 最初に，図Ｂに高さごとに色分

けする。 
 次に図Ａを色分けすることで，

地図を立体的にイメージできる

ようにする。 

作業２ 

 図Ｂを基に傾斜が急な方はどちら

かを確認させる。 
 そこから等高線との間隔が広いほ

ど傾斜が緩やかで，狭いほど傾斜が

急であることを理解させる。 


